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レバンガ北海道U18
活動概要
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作成：2025年09月03日
※イメージ画像



U15/U18 理念
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最後まで諦めず、北海道のために戦い、
⼈々の⽣活に「感動」を与え続け、
地域から愛され続けるチーム



U15/U18 ⽬標

Hokkaido
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北海道から世界へ
〜北海道から世界で活躍できる選⼿を⽣み出す〜



U15/U18 育成⽬標
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『レバンガ北海道はユースチームの育成環境を充実させ、選⼿の強化・育成に務め
トップチームへの早期輩出・世界で活躍できる選⼿の輩出を⽬指します。 』



コールアップシステム
⼒を発揮してトップチームを⽬指せる環境が整っている︕

レバンガ北海道U15/U18は、トップチームに直結した育成システムとなる為、
トップチームから召集されるコールアップを適⽤。

ユース育成特別枠登録によりB.LEAGUE公式戦でプレーすることも可能。
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コールアップ

U18
※コールアップシステムを利⽤してU15からU18。
ユースからトップチームの練習に参加することが可能。

※2022-23シーズンよりユース育成特別枠が設置。
トップチームに登録し、B.LEAGUE公式戦でプレーが可能。
2022-23s︓内藤耀悠
2023-24s︓内藤耀悠・阿部⻯⼤
2024-25s︓阿部⻯⼤

ユース育成特別枠

U15



U15/U18 ビジョン
スキルだけではなくスポーツ選⼿としての態度や規律を守れ、

”⼈間形成にも特化した”北海道を代表するチーム作りを⽬指す。
チームビジョン

・他のチームから⽬標とされるチーム
・道⺠から愛されるチーム
・⽇本⼀のチーム

・常に向上⼼を持てる選⼿（スキルの強化）
・常に規律を守れる選⼿（⼈間性の強化）
・常に協調性を図れる選⼿（コミュニケーション強化）
・常に学問と両⽴できる選⼿（知⼒・順応⼒・思考⼒の強化）
・常に最⼤限の⼒を発揮できる選⼿（⼼の強化）

個人ビジョン
・最後まで諦めず、全⼒で戦う姿勢
・多くの⽀援があって、コートに⽴てていることに対する感謝
・いつどこでもレバンガ北海道の看板を背負っているという責任

選手としての姿勢
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U15/U18 活動⽬的

トップチームとの相互・⼀貫性のある育
成システムを充実させたチーム作りを⽬
指す。

バスケットボールのスキル・ ⼈間性に
富んだプレーヤーの 育成を⽬指す。

北海道のバスケットボールの 発展・
育成・強化に寄与し、 スポーツ活性
化に務める。

クラブビジョンを実現するために

7



U18 育成⽅針①

スキルだけでなく⼈間性に
富んだ選⼿の集団である。

⾃⾝で「ライフマネージメント・タイムマネージメント」が
でき、バスケットボールを通じ、どのような⼈間になりた
いのかを⾃⾝で導く。

トップチームでのプレーを
強く志す選⼿の集団である。

将来、トップ選⼿になる強い意思を持ち、⾃⾝の成⻑を
常に求め、チャレンジできる⼈間となる。
トップ選⼿になる為の過程を認識し、⾃⾝に必要な要素
を模索し発⾒する。

Bリーグ・世界で活躍すべく常に
チャレンジできる選⼿の集団である。

北海道から世界へ。⽇々、⽬標を⼤きく持ち、
実現に向け取り組む。
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画像提供:B.LEAGUE



U18 育成⽅針②

学業

・常に学年上位を⽬指す
・学業に意識を持って取り組む
・リーダーシップ

U18

・常にチャレンジし続け成⻑する
・トップ選⼿に必要な要素・課題を⾃ら
提⽰・解決できる

⽣活

・規則を守る
・指揮できる⼈間形成
・相⼿の⽴場になり考えられる

寄宿⽣と⾃宅⽣バスケットボール選⼿⾼校⽣
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『学業、⽣活⾯（⼈間性）、バスケットボールスキル』が備わった⼈材を「U18選⼿」として育成



U18 育成⽅針②

チーム活動意識
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・個ではなく集団である。︓仲間を信頼し、信頼される選⼿となれ。
→チーム、学校、市⺠としての意識を持つ。
→レバンガ北海道U18選⼿は素晴らしい選⼿である必要性。
→地域のシンボルとなり⽂化を築く。

別紙：GOLD STANDARD

・⾃覚と責任を持ちコートに⽴つ。周りに合わせるのではなく気づきを持つ。⾃律する。
→この集団にいる意志を定め、意義を⾒出し⾃律していく。

・プロ選⼿に向けての⽬標と⽬的を明確化する。
→トップ選⼿と⽐較して劣ってはいけない。同等の価値を⾒出す。
→意識、取り組み、技術、パフォーマンス。常に⽬標と⽬的を持ちハードワークできる選⼿となる
→君たちが⾒ていて楽しいと思うバスケットボールは︖そのバスケットボールにたどり着く為には︖

『学業、⽣活⾯（⼈間性）、バスケットボールスキル』が備わった⼈材を「U18選⼿」として育成



U18 育成⽅針②

・⽣徒としての規律
→学校を代表する振る舞いをとり模範となる。

・⾒られている⾃覚
→君たちは特別ではない。レバンガ北海道としての⾃覚。

・リーダーシップの発揮
→個⼈とチームに与える影響を考え⾏動する。信頼を得られる
⼈物となる。

学業︓成績→在学中の取り組みが今後の糧になる。
評定の重要性→卒業後の⼈⽣設計
どんな⾃分でありたいか︖何が必要か︖

⽣活︓学校・寮での⽣活、取り組み、姿勢

成績、授業態度、振る舞い、姿勢により活動停⽌を検討。

・君たちが選⼿として何の為にプレーするのか︖
-⾃分のため︖チームのため︖学校のため︖
-勝利ため︖

→応援してくれている全ての⽅の為にプレーし成⻑する。
-結果は⾃分たちの為ではなく応援してくれてる⽅々
（保護者・学校・地域）への恩返しである。その恩返しが
更なる応援につながる。
-魅⼒、興味を持ってもらうことが「愛されるチーム」の
創造となる。
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『学業、⽣活⾯（⼈間性）、バスケットボールスキル』が備わった⼈材を「U18選⼿」として育成

生徒としての活動意識 地域に向けての活動意識



U18 育成⽅針②
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・JBA登録︓Bユース登録は5名以上20名以内。21名以上の選⼿保有の場合はBユース登録と町クラブ登録に分けるものとする。
JBA登録は「技術、成績、私⽣活及び学校・寮の⽣活」を考慮しチームスタッフが判断する。
2024年度以降、U15からの練習参加やコールアップを率先して運⽤していく。（B.LEAGUE コールアップ制度あり）

・エントリーについて︓Bリーグ主催⼤会のエントリーは12名となる。選考はJBA登録条件を加味しスタッフにて選考する。
ただし、１遠征1試合の場合は10名エントリーとする。（ELITEなど）

・テストの結果︓３科⽬以上、成績不振の選⼿は次回⼤会エントリーを辞退するものとする。

JBA登録 / ⼤会エントリーについて

⽉曜︓OFF
⽕曜︓17:00-19:30 Team practice
⽔曜︓16:00-18:00 Team practice 18:15-19:30 Weight training
⽊曜︓17:00-19:30 Team practice
⾦曜︓16:00-17:15 Weight training  18:00-19:30 individual practice
⼟曜︓10:00-12:30 Team practice
⽇曜︓14:00-16:30 Team practice 16:45-18:00 Weight training 

Team schedule

※週末に試合がある場合、また、⻑期休業⽇の⾦曜はTPとする場合がある。
※⽉に1回の週末の完OFFを設定する。ただし、試合期などはスケジュールを

コンディショニングを加味して調整する。
※地域貢献活動やイベント等急遽発⽣するものには率先して参加すること。

『学業、⽣活⾯（⼈間性）、バスケットボールスキル』が備わった⼈材を「U18選⼿」として育成



プレーヤー メンタリティ
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君たちは、バスケットボールを愛することができますか︖

The best way to predict the future,
is to create it on your own...

Make sure to enjoy the process!
“未来を導き出す最良の⽅法は、⾃⾝で創りだすことだ”

“未来を切り開く過程を楽しもう”



プレーヤー メンタリティ
３つのソウゾウ

・失敗を成⻑と考えられる

・強い意識と緊張感を持って取り組む

・努⼒と苦労を重ねることで⾃信につなげる

・勝てるチームではなく、負けないチーム作り

スポーツ選手としての人間形成 試合に向けてのマインドセット
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1.想像︓⾃分たちの頭の中で未来の⾃分をイメージし、「⾃分らしさ」のバスケットボールを作り上げる。
2.⾛像︓常に⾜を動かし、⾛り続ける。⾛ることで「⾃分たち」のバスケットボールを作り上げる。
3.創造︓「⾃分たちだから出来る」バスケットボールを作り上げる。

・整理整頓、物を⼤切にする意識を⾼める

・コミュニケーション意識を⾼める

（挨拶、礼儀、態度、相談）

・規律を守る意識を⾼める（時間、ルール）

・コート内外での学びの意識を⾼める



U18 育成環境①

『北海道⽂教⼤学付属⾼校との連携で成⻑できる環境が充実︕』

※学校との連携を図ることで学習とバスケットボールの両⽴を⽬指す。
また、体育館や寄宿舎などが整っており、練習に取り組む環境が充実。
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U18 育成環境②

レバンガ北海道の選⼿はスポーツ特待⽣
レバンガ北海道U18選⼿は北海道⽂教⼤学附属⾼等学校の⼊学が条件となり、

「スポーツ特待⽣」としての在籍となります。

※レバンガ北海道U18トライアウト合格者は別途、北海道⽂教⼤学附属⾼等学校の⼊試を受験いただきます。⼊学を確約するも

のではありません。

※受験項⽬によって特待が適⽤とならない場合がございます。

⼤会・遠征時などの授業単位対応の充実
プロ選⼿を⽬指す選⼿たちへの活動をサポートします。各種⼤会や強化CAMP遠征

などの場合、単位取得のための⼿厚い指導を⾏うなど、学業との両⽴が可能です。

トップチームへの「Call up（トップチームへの練習参加・登録）」の場合も⽣徒の意思

を優先させ、環境を整えます。



U18 育成環境③

練習環境の充実
⾼校体育館の他、⼤学体育館や提携施設の利⽤が可能。
全て⾼校校舎からの徒歩圏内、近距離となりタイムマネージメントできる練
習環境があります︕

遠⽅地の選⼿たちをサポート
寄宿舎が準備され、居住や⾷事の⾯でも安⼼し学業と選⼿活動ができ、
北海道内外、遠⽅地の選⼿たちもプロ選⼿の夢にチャレンジできます︕
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U18 育成環境④
君たちの活動に真剣に考えてくれているパートナーだからこそ、

君たちも感謝の気持ちを持って⾷事をすること。

店舗名： 住所：恵庭市栄恵町90番地 恵庭駅から徒歩10分

時間：AM 10:30-11:00, PM 14:00-19:30

提供内容： １食 6００円
※定食ご飯のおかわり自由



U18 スポンサー ⼀覧
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W250×H80mm W79×H63mm

W100×H50mm

W250×H80mm W79×H63mm

W100×H50mm

W250×H80mm W79×H63mm

W100×H50mm
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U18 活動概要
チーム名︓レバンガ北海道U18

対象︓
⾼校1年⽣〜⾼校3年⽣
※トライアウトを実施し合格した者。
※北海道⽂教⼤学附属⾼等学校の在学⽣となる者。
※弊クラブが認めた場合により、対象外からの加⼊を可能とする。

登録⼈数︓
B.LEAGUEクラブ登録︓18名
北海道U18クラブ登録︓その他
上記メンバーは(財)⽇本バスケットボール協会選⼿登録を⾏う。
※トライアウト合格者は対象年内の在籍が可能。
※進級不可および評定結果により活動の停⽌・登録抹消・退会の処置をとる場合がある。

練習会場︓
メイン会場 北海道⽂教⼤学附属⾼等学校（恵庭市⻩⾦中央５丁⽬207­１1 ）

⽇程・時間（案）︓
週５~6⽇ 約2H/1回
※週末は公式試合・練習試合・練習またはホームゲーム観戦
※興⾏⾒学や体験の実施

⼊会条件︓
・対象制限内の者。
・弊クラブの定めるトライアウトに合格した者。
・北海道⽂教⼤学附属⾼等学校に受験し合格した者。

⼊会⽅法︓
トライアウト合格者のみ⼊会可能となる。合格者はレバンガ北海道オフィシャルHPより⼊会申込書および⼊会
同意書をダウンロードし、必要事項を記載し郵送にて提出。年度ごとにオリエンテーションを実施。

諸費⽤︓
⼊会⾦ 10,000円（税・保込、初回⼊会時）
更新料 5,000円（税込、年度更新時、U15選⼿⼊会時）
⽉会費 15,000円（税込）

※レバンガ北海道U15およびLHBAからの⼊会は更新料を⼊会⾦とする。
※その他、チームウェア・遠征の実施等の費⽤負担あり。
※納⼊⼿続きに関しては別途ご連絡致します。納⼊後のキャンセル・返⾦対応は規約に準ずる。

トライアウト︓
・年に1回の実施（毎年9⽉または10⽉予定 ）
・トライアウト参加費︓5,000円

トライアウト申込書をレバンガ北海道オフィシャルHPよりダウンロードし、必要事項を記載し、郵送にて
申し込み。
※クラブが必要とした場合、クラブの定める臨時トライアウトを開催する。

⼊会特典︓
・練習着の⼀部⽀給。
・トップチームの練習⾒学。
・トップチームのオフシーズン練習参加（指定選⼿）。

※トップチームスケジュールにより変更の可能性あり。

傷害保険︓
選⼿は弊クラブが指定する傷害保険に⾃動加⼊とし、⼊会と同時に弊クラブにて⼿続きを⾏う。費
⽤は⼊会⾦または更新料に含まれる。
【保険名】（公財）スポーツ安全協会 スポーツ安全保険

URL: http://www.sportsanzen.org/hoken/

その他︓
・レバンガ北海道U18は(財)⽇本バスケットボール協会チーム登録を⾏うものとする。
・選⼿肖像は貴クラブに帰属するものとし、HP、プロモーションおよびメディア等への写真
・映像の掲載に関して同意いただきます。



U15/U18 チーム規約
第１条（名称）

本チームは、レバンガ北海道ユースチーム（以下、[ユースチーム」という。）と称する。

第２条（運営及び所在地）

株式会社レバンガ北海道（以下、「本会」という。）が主催、監修、運営し、主たる事務所を札幌市厚別区大谷地東２丁目５−６０に置く。

第３条（目的）

本ユースチームは、専属コーチ制により、ユース世代（１８歳以下）の一貫指導を推進し、バスケットボール技術の世界基準の構築を目指すとともに、レバンガ北海道が所属するＢリーグ等
で活躍するトッププレーヤー選手の育成、並びに北海道のバスケットボール界の普及および技術の向上に努めると共に、スポーツへの正しい理解を深め健全な心身の育成を図り本道のスポー
ツ振興に寄与することを目的とする。

第４条（構成）

本ユースチームは、Ｕ１５、Ｕ１８で構成する。

第５条（入会資格および条件）

本ユースチームに入会できる者は、本会が主催するトライアウトに参加し、テストに合格した者で、次の条件を備えた者とする。
（１）ユースチームの目的に賛同し、本規約に同意、遵守できること
（２）ユースチームのカテゴリー対象制限内であること

第６条（会費等）

本ユースチームに入会する者は、別に定める所定の入会金および月会費を納入する。
２．トライアウト合格後、入会金および受講料を指定期日までに納入するものとする。
３．特例として、年度（４月１日に始まり翌年３月３１日までとする。）途中での入会を認める。その場合、入会金および月会費は入会月よりとする。
４．入会は、年度毎の更新とする。

第７条（会費の不返還）

入会金、月会費等は、退会の理由を問わず、原則返還しないものとする。

第８条〔受講料の滞納〕
会員が受講料の納入を２ヶ月間怠ったときは、活動停止、退会させることができる。

第９条（指導内容）

本ユースチームは指導要綱を定め、これに基づいて具体的指導方法を決定する。

第１０条（練習日および時間）

本ユースチームの練習日、時間については、定めた年間スケジュールにより実施する。但し、やむを得ない事情が発生した場合は、定められた練習日、時間の変更、または中止することがあ
る。その場合は、事前に通知する。

第１１条（選手のモラル）

選手は次の事項を厳守しなければならない。
（１）本ユースチームの目的に沿うよう努めること。
（２）本規約および本ユースチームの定める諸規則を遵守すること。
（３）選手はレバンガ北海道の一員であることを自覚し、練習及び試合、またはチームとして移動する場合本ユースチームが指定したウェアを着用し、常に品位を保つよう努めること。

第１２条（ユースチームへの連絡）

下記の内容に記す場合は本ユースチーム事務局へ連絡するものとする。
（１）体調不良などにより練習、試合、イベントを欠席する場合
（２）休会、退会その他の問い合わせについて

第１３条（休会）

本ユースチームの選手の休会とは下記の内容とする。この場合登録解除を検討する。
（１）怪我などにより本ユースチームの活動を１ヶ月以上２ヶ月以下、継続して休む場合
（２）上記理由以外で本ユースチームが許可し、１ヶ月以上２ヶ月以下、継続して休む場合
２.原則、休会の期間は２ヶ月以内とし、休会の期間を経過したときは自動的に復会とする。ただし、本会が休会の延期が必要と認めた場合はこの限りではない。

第１４条（退会）

会員が会員の都合により退会を希望する場合は、所定の届け出用紙により、退会を希望する前月１３日までに本会に提出し、本会の承認を得るものとする。
２．会員の都合による退会の場合、トライアウトを受け再度入会することはできる。この場合の入会手続きについては、本規約第６条の規定に基づくものとす
る。

第１５条（届出次項の変更）

会員は、住所・連絡先等の変更があった場合は、所定の届け出用紙により速やかにその旨を届けなければならない。

第１６条（除名）

会員（親権者を含む）が、次の事項に該当するとき、その他本会がユース会員として不適格と判断した場合、本ユース会員より除名することができるものとす
る。

（１）本規約に違反したときまたは違反すると判断したとき
（２）選手としてふさわしくないと認めたとき
（３）本ユースチームの名誉と品格を著しく毀損したとき

第１７条（事故の責任）

選手は、本ユースチームが主催、あるいは参加する活動ならびにこれらに付随する活動においては、当該施設利用に関する諸規定および施設管理者ならびにス
タッフの指示に従い、自己の責任において行動するものとし、これに違背して盗難・傷害その他事故が起こっても、当該施設および本ユースチームおよびス
タッフに対し、一切の損害賠償を請求しないものとする。

２. 選手は本ユースチームが指定する傷害保険に必ず加入するものとする。

第１８条（活動の休止・閉鎖）

天災地変、社会情勢の変化、その他通常の活動を継続することが困難となる事由が生じたときは、本ユースチームの活動を休止もしくは閉鎖することがある。

第１９条（写真・映像）

本ユースチームの活動風景を撮影した写真および映像をレバンガ北海道ホームページ、メディア、その他プロモーションに使用する場合がある。

第２０条（個人情報の取扱い）

本ユースチームは法令を遵守し、別に定めるプライバシーポリシーに基づき厳正に取り扱う。

２. 本ユースチームおよび共催企業・団体における業務上の連絡・手続き・管理等の正当な目的以外では使用しないものとする。

第２１条（秘密漏洩の禁止）

選手は活動で得た秘密情報の漏洩や第三者に対する開示を禁止する。また、退会時は秘密保持義務を誓約するものとする

第２２条（細則）

本規約に定めない事項および運営上必要な細則は、本会が決定し告知する。

第２３条（改訂）

本規約の改訂は本会がその運営上、必要且つ相当であると合理的に認める場合、改訂できるものとする。

なお、変更規定の内容はレバンガ北海道のホームページ等にて行うものとする。

第２４条（選手の肖像等の使用）

（１）選手は肖像、映像、氏名等（以下「選手の肖像権」という）が報道、放送されることおよび当該報道、放送に関する選手の肖像等につき何ら権利を有す
るものではない。

（２）選手は次の各号について事前にBクラブの書類による承諾を得なければならない。
1. テレビ・ラジオ番組およびインターネット等を通じて送信される番組等への出演。
2. イベントへの出演

3. 新聞・雑誌取材への応諾
4. 第三者の広告宣伝等への関与

（３）前項の出演または関与に際しての対価の分配はBクラブと選手が協議して定める。

第２５条（施行）

本規約は2018年4月より施行するものとする。
本規約は2018年10月1日一部改訂。
本規約は2019年7月1日一部改訂。
本規約は2021年11月17日一部改訂。
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U18 年間予定⼤会
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年度 ⼤会名 主催 開催⽉ 開催地 備考

2025年度
TEAM

①B.LEAGUE U18 REGIONAL LEAGUE B.LEAGUE
6⽉7-8⽇

7⽉19-20⽇
8⽉2-3⽇

北海道恵庭市
秋⽥県由利本荘市

福島県⽥村市
北地区

②B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE 決定戦 B.LEAGUE 8⽉23-24⽇ 未定 ①の結果3位の場合
参加

③北海道バスケットボール総合選⼿権⼤会
（天皇杯予選） JBA・HBA 8⽉30-31⽇ 札幌市近郊

④B.LEAGUE U18 ELITE LEAGUE
（12チーム総当たり、地区HOME&AWAY+集中開催） B.LEAGUE 10-2⽉ 各地＋集中開催 ①の上位2-3チーム参加

⑤B.LEAGUE U18 CHAMPIONSHIP B.LEAGUE 11⽉22⽇-26⽇ 栃⽊県宇都宮市

⑥B.LEAGUE U18 INTERNATIONAL CUP B.LEAGUE 2⽉10-15⽇ 未定 ⑥の上位4チーム参加

年度 ⼤会名 主催 開催⽉ 開催地 備考

2025年度
INDIVIDUAL

①B.LEAGUE NEXT STAR PROJYCT
International Training Camp2025 B.LEAGUE 5⽉13-18⽇ オーストラリア シドニー 選出者のみ

②B.LEAGUE U18 NEXT STAR PROJYCT
U17 Shanghai Future Star Basketball 

Championship
B.LEAGUE 7⽉11-19⽇ 中国 上海市 選出者のみ

③国⺠体育⼤会少年男⼦（U16） JSPO 8⽉9-10⽇予選
10⽉本戦

北海道札幌市
滋賀県 選出者のみ



U18 年間スケジュール
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トライアウト実施

総合選⼿権⼤会 国⺠体育⼤会本戦

国⺠体育⼤会予選 ⽇清北海道ブロックリーグ

JAPAN PROFESSIONAL BASKETBALL LEAGUE 2STRICTLY CONFIDENTIAL

ELITE LEAGUE

B.LEAGUE U18 2025-26シーズンスケジュール

大会名（略称） REGIONAL LEAGUE（RL） ELITE 出場決定戦（決定戦） ELITE LEAGUE（EL） CHAMPIONSHIP（CS） INTERNATIONAL CUP（IC）

開催時期 2025年6月～8月上旬 2025年8月末頃 2025年10月～2月下旬 2025年11月22日(土)～26日(水) 2026年2月上旬
会場 各クラブ手配会場 調整中 調整中＋各クラブホーム 日環アリーナ栃木 2026年2月10日（火）～15日（日）

出場チーム 全40チーム 5チーム（RL各地区3位チーム） 12チーム 全40チーム 8チーム
（Bユース＋海外チーム+高校など）

地区割 5地区（総務省コード順） ― 1地区 ― ―

総試合数 140試合（各地区28試合） 3試合 66試合 40試合 16～24試合
大会形式 リーグ戦8チーム1回戦総当たり 次ページ参照 リーグ戦12チーム1回戦総当たり トーナメント グループ予選・決勝トーナメント

出場権獲得 各地区上位2チームがELITEに出場
各地区３位チームは決定戦に出場 5チーム中2チームがELITEに出場 ― 上位4チームがICに出場 ―

備考 地区割：次ページ参照
開催数：全15開催（各地区3開催） 組み合わせ：抽選にて決定 開催形式：集中開催＋H/A

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2025-26シーズン

CS IC
2チーム

REGIONAL LEAGUE

決定戦

10チーム

4チーム
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A.活動費⽤ 費⽤ 数量 ⼩計

⼊会⾦ 10,000 1 10,000
⽉会費 15,000 12 180,000

合計 190,000

B.アイテム購⼊費⽤ 価格 数量 ⼩計

⻑袖Tシャツ 3,900 2 7,800

タンクトップ 3,500
バックパック 8,900

合計 7,800

総経費 ⼩計

A.活動費 190,000
B.アイテム購⼊ 7,800
C.遠征費 250,000
総合計 447,800

C.遠征費⽤ 費⽤ 数量 ⼩計

1遠征費⽤ 250,000 1 250,000
合計 250,000

※本費⽤はすべてイメージとなります。遠征回数およびアイテム価格や購⼊数などにより変動いたします。

年間活動経費イメージ

▶2025-26シーズンより
ELITE LEAGUE・INTERNATIONAL CUPの遠征費は
クラブ負担となりました。


